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103. 可搬型設備の接続口の配置及び仕様について 

 

1. 可搬型設備の接続口の考え方  

可搬型設備のうち原子炉建屋の外から水又は電力を供給するものの接続口に

ついては，設置許可基準規則第 43 条第 3項第 3号の要求より，共通要因によっ

て接続することができなくなることを防止するため，接続口を複数箇所に設ける。 

その他の可搬型設備の接続口については，必要な容量を確保することのできる

数を設けた上で，設備の信頼性等を考慮し，必要に応じて自主的に予備を確保す

る。 

可搬型設備の接続口一覧を第 1表及び第 2表，接続口の写真を第 1図，可搬型

設備の配置図を第 2図，接続場所を第 3図に示す。 

 

第 1 表 可搬型設備のうち原子炉建屋の外から水又は電力を供給するもの 

可搬型設備名称 配置箇所 接続方法 仕様 

可搬型代替注水大型ポンプ 

・低圧代替注水系※１，※２ 

・代替格納容器スプレイ冷却系※１，※２ 

・格納容器下部注水系※１ 

・代替燃料プール注水系※１，※２ 

・格納容器頂部注水系※１ 

2 箇所※１ 

（東側，西側） 

2 箇所※２ 

（高所） 

フランジ 200A 

可搬型代替低圧電源車 
2 箇所 

（東側，西側） 
コネクタ φ80 

可搬型整流器 
2 箇所 

（東側，西側） 
コネクタ φ80 

可搬型代替注水大型ポンプ 

・代替残留熱除去系海水系 

2 箇所 

（東側，西側） 
フランジ 300A 

可搬型代替注水大型ポンプ 

・代替燃料プール冷却系（海水系） 

2 箇所 

（東側，西側） 
フランジ 300A 

 

 

 



補足 103-2 

第 2 表 その他の可搬型設備 

可搬型設備名称 配置箇所 接続方法 仕様 

可搬型窒素供給装置 

・格納容器窒素ガス供給系（D／W） 

・格納容器窒素ガス供給系（S／C） 

・FCVS窒素供給系 

1 箇所 

（東側） 
フランジ 50A 

 

 

第 1 図 接続口の写真（例示） 

 

 

フランジ接続 コネクタ接続



補足 103-3 

第 2 図 可搬型設備 配置図 
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第 3 図 可搬型設備 接続口の配置図 
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2. 可搬型設備の接続口の構造

東側接続口は屋外に設置した上で防護柵を設置，西側接続口は地下格納槽内に

設置，高所接続口は常設代替高圧電源装置置場に設置する。接続口の構造を第 4

図から第 6図に示す。 

重大事故等発生時に残留熱除去系海水系の機能が喪失した場合の対策として

常設設備である緊急用海水系を設置することを考慮し，可搬型設備である代替残

留熱除去系海水系を東側接続口で使用する場合には，ホースをがれき上に敷設，

接続口近傍構造物（サンプルタンク室）のがれきの影響がある場合には，必要に

応じて人力でがれき撤去を行うことで，ホースの接続作業を行う。 

なお，代替残留熱除去系海水系の接続口は，建屋がれき等の影響を考慮した防

護柵を設置することで，接続口が損壊しない設計とする。 

また，高所接続口の注水配管は，常設代替高圧電源装置用の地下トンネル内に

設置する。 
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第 4 図 東側接続口の構造 

へパ 

フィルター室

サンプル

タンク室

Ａ

Ａ

原子炉建屋

付属棟 

・代替残留熱除去系海水系

（接続機器：可搬型代替注水大型ポンプ）

Ａ－Ａ矢視

1,000mm

・低圧代替注水系

・代替格納容器スプレイ冷却系

・格納容器下部注水系

・代替燃料プール注水系

・格納容器頂部注水系

（接続機器：可搬型代替注水大型ポンプ）

防護柵 イメージ図

・代替燃料プール冷却系（海水系）

（接続機器：可搬型代替注水大型ポンプ）

・可搬型代替低圧電源車接続盤

（接続機器：可搬型代替低圧電源車，

可搬型整流器） 

・格納容器窒素ガス供給系（D／W）

・格納容器窒素ガス供給系（S／C）

・FCVS 窒素供給系

（接続機器：可搬型窒素供給装置）

【凡例】 

構造物倒壊範囲

東側接続口は屋外に設置することから， 

全ての接続口に対して，防護柵を設置する。

接続口 上面図

今後の検討結果等により変更となる可能性がある
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第 5 図 西側接続口の構造 

原子炉建屋

D／G燃料移送 

配管トレンチ 

D／G 燃料移送 

配管トレンチ

地下格納槽 断面図

地下格納槽 上面図

今後の検討結果等により変更となる可能性がある

水密扉

昇降用梯子

上蓋

・低圧代替注水系

・代替格納容器スプレイ冷却系

・格納容器下部注水系

・代替燃料プール注水系

・格納容器頂部冷却系

（接続機器：可搬型代替注水大型ポンプ）

・可搬型代替低圧電源車接続盤

（接続機器：可搬型代替低圧電源車，可搬型整流器）

・代替残留熱除去系海水系

・代替燃料プール冷却系（海水系）

（接続機器：可搬型代替注水大型ポンプ）

高所接続口からの注水配管
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第 6 図 高所接続口の構造 

軽油貯蔵タンク（地下）

T.P.＋11m

地下トンネル（岩盤内） 

（T.P.-18m 程度）

注水配管は地下で合流

防護壁

内側外側

接続口

原子炉建屋 

上面図 

T.P.＋11m 

T.P.＋8m 

西側接続口 

（地下格納槽） 

常設代替高圧

電源装置置場

地下トンネル（岩盤内）

（T.P.-18m 程度）

俯瞰図

断面図

注水配管

接続口

今後の検討結果等により変更となる可能性がある

防護壁

内側 外側

接続口

扉
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3. 可搬型設備の接続口近傍の状況

東側及び西側接続口近傍の状況を第 7図に示す。 

第 7図 東側及び西側接続口近傍の状況 


